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1． はじめに 

波浪は，沿岸域の開発・利用・防災において最も支配的

な自然外力であり，波浪の出現特性を把握することは港

湾・海岸構造物の計画・設計・施行に必要不可欠である．

全国港湾海洋情報網（NOWPHAS）では全国各所で波浪観

測を実施・運用しており，海象計が実用化されてからは高

精度な方向スペクトル推定が可能な波浪データが蓄積さ

れている．本研究では NOWPHAS のデータをもとして，

波の方向分散性を表すパラメータである方向集中度 Smax

の出現特性について検討を行った． 

2．解析方法 

対象地点は図-1に示す日本海側の直江津・鳥取および，

太平洋側の久慈・御前崎の計 4 地点とした．2004 年の 2

時間間隔のデータについて有義波高が基準値（平均値+標

準偏差 σ×3）を超えた期間を暴浪として方向スペクトル解

析を行った．方向スペクトル解析は海象計で観測された鉛

直方向の水位変動および，鉛直軸から 30度傾いた 3方向

の上層における水粒子速度の計 4つのデータを使用し，こ

れに方向スペクトルの推定精度が高いベイズ法（橋本，

1987）を適用して解析を行った．さらに，推定された方向

スペクトルについてパラメータ S を算出し，その出現特

性について検討を行った．本研究ではパラメータ S の算

出には図-2 で示される方向分布関数の半値幅を用いた．

式（1）にパラメータ Sの算出式を示す． 

 

式(1)は式(2)の光易型方向分布関数に式(3)で定義する半値

幅を代入し変形することによって導いた． 

 

ここで式（2）中の G0は正規化条件を満たすための定数，

θ0はピーク波向を表す．  

3．解析結果 

方向スペクトルからパラメータ Sの算出を行った結

果の一例として 2004年直江津の 1月 10日 22時から 1

月 11日 16時までの Sの分布を図-3に示す．  

 

図-1 解析対象の地点図 

 

図-2パラメータ Sの算出 

 
図-3 対象期間における各時間のパラメータ S， 

周波数スペクトル，方向集中度 Smax 



パラメータ S の波形は時間により大きくばらついている

ことが確認された．そこで対象期間における方向スペクト

ルを平均し，平均方向スペクトルに対して周波数スペクト

ルとパラメータ S と方向集中度 Smaxの算出を行った．推

定された平均方向スペクトルの解析結果を図-3，図-4に示

す．NW方向にエネルギーの集中を持つワンピークのスペ

クトル形状を持つことが確認され，平均方向スペクトルの

ピーク周波数は 0.094Hz，Smaxは 14.3という結果が得られ

た．以下では同様の平均処理を各暴浪期間について整理し

た結果を示す． 

 表-1 は暴浪期間における Smaxの最大値と平均値を，平

均方向スペクトルの Smax，ピーク周波数，有義波高，有義

波周期と波形勾配を示す．日本海側の直江津では 11月か

ら 2月にかけて暴浪期間が集中して観測されており，これ

は冬季季節風によって風波性の大きな波が高頻度で襲来

していることが推察される．この時の Smaxはおおよそ 14

程度という結果になった．風波の場合は Smax＝10 を用い

ることが提案されているので本検討では設定値よりも少

し高い Smax が算出された結果になった．御前崎では平均

方向スペクトルのピーク周波数が直江津よりも小さい値

をとっているものの，方向集中度は直江津と比べて低い傾

向にあり，様々な方向から波が襲来しやすいことが要因と

推察される．いずれの地点においても，Smaxの周波数，波

形勾配，有義波高，有義周期に関する明瞭な相関はみられ

なかった．なお，暴浪期間に算出された Smax の最大値は

各地点とも 20～30の値を示しており，時々刻々の波浪に

ついてはうねりに近い方向集中度を持った波が襲来して

いた可能性もある．  

4．おわりに 

本研究では日本沿岸の 4 地点を対象に方向スペクトル

の解析および方向集中度 Smax の算定を行った．算出され

た Smax は時間で大きくばらついており，波形勾配などと

の相関は確認できなかった．暴浪期間における平均方向ス

ペクトルについてみると冬季風浪による風波が想定され

る直江津において Smaxが 14程度であることが確認できた． 
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図-4 平均方向スペクトル 

 

   図-5 左：周波数スペクトル，右：方向分布関数 

表-1 暴浪期間の平均 Smax，最大 Smax，平均方向ス

ペクトルの Smax，fp，H1/3 ，T1/3，H/L  

(上から直江津，御前崎，鳥取，久慈) 
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